
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































正徳ご 弘治ご 化成二 天二 景司手ご
四三2E る同
自順回 盟年
二 H 1 ←ー 1 0 三 1 111 五二 I! I 1 1 四=. 月
団 閏
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0 42竺 域長 は
順 な







年正ロ11111 11111 1 111 1 111 fIZ 1 1 1 111 /1 111 1 1 111 典
。奏H 庚午壬寅 壬 戊 庚 酉己 戊申 酉発
乙月
壬寅月
戊子 壬寅 戊成 戊子
乙 亥発 戊午 亥受 寅甲
拠
申 子 辰 。H 丑
万暦二 隆慶三
一五八 一五，八、四 四 年
四 八 一) 五 1 ー 九. . . 月

































よ グ〉 て 人 l

















/J IIf /1 I 1 1 I 1 1 111 1/ 111 典
辛巳 辛亥 庚 発巳 丙子 庚子 戊辰 辛酉
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きと 除 す の
るなくる i住
。ると)安
弘 べ、の
i古き収例鳳
年災穫が 脇
間害は開話
に発概か広
は 生ねれ 2L
安る 7T
摘草定ほド
納粧しど於
入不てのい
艶足い《凶て
古ずはた~11三 f目
実な。に 職
以
准
〔
安
〕
鳳
〔
陽
〕
等
虚
歳
荒
、
募
人
納
米
賑
済
、
給
冠
帯
散
官
、
Ei--
施
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
指
納
監
生
の
み
に
対
す
る
考
試
も
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
財
政
上
的
安
定
を
指
摘
し
得
る
の
で
あ
ヲ@。
こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
嘉
靖
年
間
で
あ
る
。
世
宗
は
即
位
直
後
(
正
徳
一
六
年
(
一
五
ニ
こ
四
月
)
の
詔
で
損
納
入
監
を
禁
止
札
一
翌
嘉
靖
元
年
に
は
右
の
弘
治
元
年
の
規
定
に
倣
っ
て
考
試
を
命
じ
た
。
つ
ま
り
、
弘
治
年
間
と
同
じ
政
策
が
断
行
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
同
四
年
に
復
活
さ
れ
た
(
〔
表
〕
を
参
照
)
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
以
前
に
も
ま
し
て
頻
繁
に
行
わ
れ
、
庶
民
も
摘
納
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
財
政
上
の
不
足
を
補
填
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
に
、
所
期
的
因
子
監
政
策
を
断
念
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
弘
治
年
間
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
指
納
入
監
は
、
財
政
が
逼
迫
し
な
け
れ
ば
実
施
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
臨
時
措
置
と
す
る
考
え
方
は
、
ま
た
災
害
発
生
時
的
論
議
に
も
見
ら
れ
る
。
正
徳
一
四
年
、
南
直
隷
に
て
発
生
し
た
水
害
の
救
済
に
際
し
て
、
『
貧
録
』
同
十
四
年
四
月
乙
丑
の
僚
に
次
の
よ
う
に
あ
る
南
京
御
史
張
榊
等
・
給
事
中
王
紀
等
各
奏
言
、
直
〔
州
)
・
鳳
〔
陽
〕
・
准
〔
安
〕
・
揚
〔
州
〕
・
蘇
〔
州
〕
・
松
〔
江
〕
常
〔
州
〕
・
鋲
〔
江
〕
・
臆
天
諸
郡
、
水
災
重
大
。
請
、
閲
納
銀
入
監
・
納
粟
補
官
事
例
、
:
以
備
賑
給
。
戸
部
覆
議
、
監
生
援
例
者
、
多
有
擬
正
貢
、
・
:
倶
難
韓
議
。
・
:
詔
、
如
議
。
(
便
宜
上
段
落
に
区
分
し
た
)
。
32 
〔
表
〕
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
損
納
入
監
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
正
徳
年
間
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
で
き
、
え
も
、
軽
々
し
く
実
施
す
べ
き
で
な
く
、
他
の
対
策
で
不
十
分
な
場
合
的
措
置
だ
と
い
う
考
え
方
が
、
戸
部
町
側
に
は
残
っ
て
お
り
、
そ
の
覆
議
が
容
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
ら
さ
る
を
得
な
い
が
、
以
上
の
例
か
ら
、
拐
納
入
監
の
実
施
に
は
、
何
れ
も
少
な
か
ら
ざ
る
論
争
を
経
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
よ
り
あ
く
ま
で
も
臨
時
措
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
そ
れ
は
次
の
清
代
と
比
較
す
る
こ
と
で
一
層
明
白
に
な
る
。
清
代
に
入
る
と
、
そ
れ
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
数
の
指
納
《
mv
の
事
例
が
聞
か
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
期
限
設
定
の
有
無
に
よ
り
、
現
行
事
例
(
常
例
)
と
瞥
行
事
例
(
大
損
)
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
が
期
限
を
設
け
ず
に
常
時
実
施
さ
れ
て
い
る
事
例
、
後
者
が
期
限
を
設
け
て
師
固
定
的
に
実
施
さ
れ
る
事
例
で
、
と
も
に
監
生
以
上
の
資
格
的
取
得
が
可
能
で
あ
っ
た
。
監
生
と
な
る
場
合
に
限
っ
て
み
る
と
、
一
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
明
代
で
は
大
約
期
限
付
き
で
、
現
行
事
例
に
該
当
す
る
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
相
遠
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
清
代
に
は
実
施
す
る
の
が
当
然
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
明
代
に
は
ま
だ
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
己
む
を
得
ず
実
施
す
る
対
策
の
一
っ
と
看
倣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
む
す
ぴ
に
か
え
て
本
稿
で
は
、
所
謂
「
郷
紳
」
形
成
の
解
明
に
一
つ
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
、
指
納
入
監
に
着
目
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
が
実
施
に
至
る
(
或
は
至
ら
な
い
)
背
景
(
財
政
の
み
な
ら
ず
政
治
的
側
面
か
ら
も
)
に
は
十
分
な
検
討
を
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
次
の
点
は
明
ら
か
に
し
得
た
と
考
え
る
。
拐
納
入
監
は
、
当
初
臨
時
措
置
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
実
施
の
回
数
・
期
間
も
僅
か
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
実
施
さ
れ
な
い
時
期
が
存
し
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
ま
た
、
指
納
を
許
す
対
象
も
鹿
膳
生
の
み
か
ら
増
広
生
、
附
学
生
、
そ
し
て
庶
民
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
要
す
る
に
、
理
念
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
臨
時
措
置
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
正
徳
・
嘉
靖
年
間
(
一
五
O
六
六
六
)
以
後
、
常
に
実
施
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
郷
紳
」
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
六
世
紀
後
半
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
右
の
点
よ
り
、
「
郷
紳
」
の
形
成
と
拐
納
入
監
の
盛
行
と
の
聞
に
一
定
の
つ
な
が
り
を
想
定
す
る
こ
と
も
、
十
分
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
判
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
と
り
わ
け
揖
納
に
応
じ
た
階
層
の
究
明
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
多
く
の
問
題
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
明代指納入監概観(渡)
註(
l
)
概
述
し
た
も
の
に
、
森
正
夫
「
日
本
の
明
清
時
代
史
研
究
に
お
け
る
郷
帥
論
に
つ
い
て
H
U臼
」
(
司
歴
史
評
論
』
三
O
八
・
三
一
二
・
三
一
四
一
九
七
五
六
年
)
、
呉
金
成
「
日
本
に
於
け
る
明
消
時
代
紳
士
層
研
究
に
つ
い
て
」
(
『
明
代
史
研
究
』
七
一
九
七
九
年
)
な
ど
が
あ
る
。
(
2
)
「
『
獅
紳
』
に
つ
い
て
」
(
『
文
化
』
四
五
|
一
一
一
一
九
八
一
年
)
。
(
3
)
概
略
は
、
『
消
国
行
政
法
』
第
四
編
第
二
章
・
第
四
節
か
ら
知
ら
れ
'
@
.
 
(
4
)
本
稿
で
は
、
佑
役
免
除
円
特
権
を
賦
与
さ
れ
な
い
階
層
を
、
庶
民
と
し
て
論
を
進
め
る
。
な
お
、
註
(
6
)
曽
我
部
氏
論
文
を
参
照
。
{
5
)
周
知
町
よ
う
に
、
監
生
と
生
貝
は
と
も
に
学
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
科
事
受
験
的
場
合
、
監
生
に
は
特
に
制
限
は
な
か
っ
た
が
、
生
貝
に
は
学
力
優
秀
等
的
条
件
が
あ
り
(
洪
武
一
七
年
(
一
三
八
四
)
三
月
頒
布
の
科
事
成
式
)
、
受
験
資
格
を
獲
得
す
る
こ
と
は
容
易
で
立
か
っ
た
。
ま
た
監
生
に
は
、
積
分
或
は
歴
事
終
了
に
よ
る
就
宮
町
途
も
あ
っ
た
.
こ
れ
ら
の
点
で
、
生
買
に
と
っ
て
は
、
民
生
に
な
る
こ
と
が
就
宮
内
早
道
だ
っ
た
の
で
あ
'令。
(
6
)
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
明
代
の
摘
納
入
監
に
言
及
し
た
も
の
は
、
次
町
通
り
。
呉
姶
「
明
初
的
皐
校
」
(
一
九
四
八
年
原
滅
。
同
『
輔
副
史
制
記
』
所
収
)
許
大
齢
「
荷
代
指
納
制
度
」
(
『
燕
京
事
報
』
専
号
之
二
十
二
一
九
五
O
年
)
楊
啓
棉
「
明
初
人
才
培
養
典
登
議
制
度
及
其
抑
制
宮
」
(
原
級
年
不
詳
。
同
『
明
清
史
快
奥
』
所
収
}
林
周
月
『
明
代
的
園
子
民
生
』
(
一
九
七
八
年
)
酒
井
忠
夫
「
郷
紳
に
つ
い
て
」
(
一
九
五
二
年
原
誠
.
同
『
中
国
普
番
町
研
究
』
所
収
)
33 
笹
光
隆
「
明
代
監
生
の
研
究
1
1仕
宮
内
一
方
途
に
つ
い
て
|
|
付
同
」
(
『
史
学
雑
誌
』
七
三
|
四
六
一
九
六
四
年
)
曽
我
部
静
雄
勺
明
町
間
節
生
買
と
納
粟
監
生
」
(
司
近
世
束
ア
ジ
ア
教
育
史
研
究
』
一
九
七
O
年
}
五
十
嵐
正
一
『
中
図
近
世
教
育
史
的
研
究
』
(
一
九
七
九
年
)
呉
金
成
「
明
代
紳
士
層
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
ωm」
(
『
明
代
史
研
究
』
八
九
一
九
八
O
ー
一
年
)
(
7
)
『
明
史
』
巻
六
九
・
選
恕
志
一
。
(
8
)
根
拠
と
し
た
史
料
は
次
町
通
り
。
景
泰
年
聞
は
、
賀
佐
『
南
薙
志
』
巻
一
五
儲
養
考
ペ
儲
益
生
徒
之
植
例
」
と
王
折
『
繍
文
献
遁
考
』
巻
五
0
・
選
事
考
・
賀
選
.
天
順
年
聞
は
、
張
萱
『
西
園
間
見
録
』
巻
コ
二
回
吏
部
ニ
・
異
注
・
前
言
に
の
せ
る
馬
文
升
の
言
。
成
化
二
年
は
、
『
明
史
』
巻
一
五
九
・
高
明
刷
用
。
成
化
一
一
年
頃
は
、
『
寅
鍬
』
同
十
一
年
十
月
丙
申
の
保
。
成
化
二
O
年
一
O
月
|
ニ
二
年
五
月
は
、
『
南
薙
志
』
前
掲
部
分
と
王
恕
『
主
端
毅
奏
議
』
巻
八
・
吏
部
「
議
知
府
王
衡
陳
言
停
止
納
財
充
吏
奏
欣
(
匹
前
元
年
三
月
初
四
日
具
阻
r。
(
9
)
『
南
斑
志
』
巻
一
五
・
儲
養
考
「
儲
養
生
徒
之
名
数
」
に
よ
る
と
、
正
徳
三
年
に
お
け
る
南
北
国
子
監
の
悲
籍
監
生
町
内
訳
は
、
挙
人
民
生
一
五
三
名
官
生
一
名
歳
貫
生
二
四
一
名
指
納
監
生
九
三
六
名
(
合
計
)
一
三
二
六
名
?
と
な
っ
て
い
た
。
正
徳
一
六
年
は
、
『
賀
鍬
』
同
十
六
年
四
月
壬
寅
の
傑
に
の
せ
る
詔
(
後
註
(
沼
)
)
よ
り
.
(
叩
)
王
材
『
皐
明
太
皐
志
』
(
北
京
国
子
監
に
つ
い
て
記
し
た
こ
の
曾
物
は
日
本
に
存
在
し
む
い
よ
ヲ
で
あ
る
}
を
分
析
し
た
林
胞
月
氏
の
統
計
に
よ
る
。
註
(
6
)
34 
著
書
。
(
日
)
前
註
(
9
1
(
ロ
)
前
詑
(
刊
)
。
(
日
)
巻
一
五
・
事
部
三
。
(
H
)
註
(
6
)
呉
金
成
氏
論
文
(
下
)
町
註
(
山
川
)
。
註
(
6
)
曽
我
部
氏
論
文
。
こ
の
点
に
閑
L
、
曽
我
部
氏
は
、
『
御
撰
資
治
活
鑑
綱
目
三
侃
』
及
び
司
御
批
歴
代
通
鑑
相
料
提
』
町
記
械
を
根
拠
と
し
て
、
景
泰
一
百
年
に
は
納
架
し
た
軍
民
が
冠
帯
を
賦
与
さ
れ
て
士
大
夫
同
身
分
と
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
み
で
、
生
貝
円
納
栗
入
毘
が
開
始
さ
れ
た
の
は
同
四
年
四
月
の
こ
と
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
賞
雲
眉
氏
の
『
明
史
考
誼
』
第
二
冊
町
中
に
も
言
及
が
あ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
録
者
は
断
定
し
得
る
ほ
ど
有
力
な
史
料
を
得
て
お
ら
ず
、
ま
た
本
稿
の
目
的
と
直
接
関
係
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
同
検
討
は
差
し
控
、
一
え
る
。
た
だ
、
司
明
史
』
の
記
述
に
は
疑
問
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
巻
六
九
・
選
翠
志
一
に
は
、
例
監
始
於
景
泰
元
年
、
以
法
事
孔
娘
、
令
天
下
納
粟
納
馬
者
、
入
監
誠
替
、
限
千
人
止
。
行
四
年
而
罷
。
と
、
景
泰
一
百
年
の
創
始
主
し
て
い
る
が
、
同
書
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
拐
納
入
監
の
創
始
を
記
し
た
部
分
が
あ
る
。
巻
一
五
二
・
郷
関
怖
に
附
さ
れ
た
郷
幹
の
博
が
そ
れ
で
、
〔
都
清
〕
子
幹
、
・
0
景
帝
初
、
・
尋
改
礎
部
、
衆
庶
子
、
考
察
山
西
官
吏
、
馴
布
政
使
侯
復
以
下
五
十
鈴
人
。
巡
視
河
南
・
胤
陽
水
災
、
典
主
紘
諦
振
。
又
諦
令
諸
生
輪
粟
入
監
胡
訓
告
。
納
粟
入
院
自
此
始
.
と
あ
る
。
都
幹
が
山
西
布
政
使
等
の
蜘
落
を
請
う
の
は
景
泰
三
年
一
O
月
で
あ
る
(
『
寅
録
』
周
年
同
月
奨
卯
円
憐
)
か
ら
、
創
始
は
そ
れ
以
後
円
こ
と
に
な
り
、
選
来
志
一
の
記
述
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
今
後
的
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
合
計
一
三
二
六
名
で
計
算
.
(
日
)
依
親
に
よ
る
放
回
に
つ
い
て
は
、
『
質
札
制
』
の
景
恭
二
年
四
月
壬
質
、
同
二
年
十
一
月
庚
申
、
同
三
年
六
月
丁
卯
、
同
四
年
八
月
丙
午
、
間
五
年
三
月
戊
午
の
各
僚
に
記
さ
れ
て
い
る
。
依
親
せ
し
め
ら
れ
た
監
生
町
数
は
次
町
ょ
う
で
、
少
な
く
は
な
い
。
景
恭
一
百
年
一
一
月
四
三
一
人
(
南
京
国
子
監
)
H
二
年
一
一
月
六
五
O
人
(
M
)
H
四
年
二
月
在
監
期
間
町
長
い
監
生
一
O
O
O人
を
除
く
全
員
(
H
)
 
H
五
年
三
月
在
監
期
聞
の
長
い
民
生
一
0
0
0人
を
除
〈
全
員
(
北
京
因
子
監
)
(
典
拠
は
『
南
斑
志
』
巻
三
・
事
紀
一
二
、
『
質
鍬
』
景
泰
五
年
三
月
戊
午
的
保
)
ま
た
、
支
給
米
町
減
額
に
つ
い
て
は
『
寅
録
』
景
泰
元
年
三
月
庚
申
の
傑
に
見
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
歳
賀
町
額
数
が
減
ら
さ
れ
て
も
い
る
。
(
日
)
『
寅
鍬
』
景
恭
四
年
五
月
庚
申
の
係
。
令
、
生
貝
納
米
入
監
者
、
比
前
例
減
三
百
石
。
(
口
)
『
寅
鈴
』
景
泰
四
年
七
月
庚
辰
の
僚
。
阿
南
開
封
府
儒
準
教
授
賛
恐
奏
、
:
:
:
乞
遮
龍
之
{
之
H
「
納
粟
入
監
」
)
、
其
己
納
粟
者
、
止
復
其
家
、
或
雄
呉
其
父
兄
、
庶
幾
浮
薄
競
逃
之
俗
少
抑
。
事
下
、
戸
部
尚
沓
金
漉
等
談
目
、
納
車
貢
士
‘
乃
救
荒
椛
宜
之
策
、
而
非
経
久
常
行
之
道
。
請
、
侠
秋
成
章
旗
柑
賞
、
餓
民
得
所
、
然
後
停
龍
。
従
之
。
(
国
)
後
述
す
る
よ
う
に
、
元
年
二
凹
八
八
)
四
月
以
降
、
弘
治
年
間
に
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
再
び
行
な
わ
れ
る
の
は
正
徳
年
間
よ
り
後
で
あ
る
。
(
凶
)
談
遜
『
圏
構
』
巷
九
二
思
宗
・
崇
蔽
五
年
十
二
月
甲
皮
肉
傑
。
孫
承
四
開
『
春
明
夢
除
凪
叫
』
巷
五
四
国
子
監
「
納
粟
」
。
(
却
)
引
き
続
き
南
明
政
権
下
で
も
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
註
{
6
)
明代摘納入監概観(波)
許
氏
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
(
幻
)
提
学
官
に
つ
い
て
は
、
五
十
嵐
正
一
「
明
代
に
お
け
る
提
学
官
町
制
度
に
つ
い
て
」
{
一
九
六
四
年
原
載
.
同
氏
註
(
6
)
著
書
所
収
)
、
呉
金
成
「
明
朝
前
期
的
生
貝
政
策
に
つ
い
て
|
|
士
人
層
的
形
成
過
程
を
中
心
に
|
|
」
(
『
歴
史
教
育
』
一
O
一
九
六
七
年
)
な
ど
を
参
問
。
(n)
註
(
6
)
の
論
文
，
(
お
)
万
暦
三
年
に
提
学
官
に
与
え
ら
れ
た
勅
諭
の
条
文
中
に
、
童
生
必
揮
三
場
倶
辺
者
、
始
牧
入
事
、
大
府
不
過
二
十
人
、
大
州
脈
不
得
油
十
五
人
。
-
a
(
担
問
掌
島
幸
七
八
・
曲
部
ニ
六
・
m
義
・
間
接
「
風
窓
官
提
骨
」
)
と
見
え
、
童
生
で
入
学
を
認
可
さ
れ
た
者
(
即
ち
附
学
生
)
の
数
に
制
限
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
遅
く
と
も
同
年
の
こ
と
で
あ
る
。
(
剖
)
『
王
端
毅
奏
議
』
巻
八
吏
部
「
議
知
府
王
術
陳
雷
停
止
納
財
充
吏
奏
ふ
入
」
、
近
年
以
来
、
各
法
井
服
装
、
小
有
古
傷
、
所
在
守
土
等
官
、
止
固
目
前
分
寸
之
利
、
不
儒
圏
家
長
久
之
謀
、
帆
使
奏
聞
生
貝
・
吏
典
人
等
納
制
草
銀
雨
等
項
事
例
。
・
週
持
前
項
険
西
山
西
宣
府
・
江
西
奏
行
納
椛
・
納
草
等
項
事
例
.
限
本
年
四
月
以
裏
、
血
行
停
止
。
-
a
弘
治
元
年
三
月
初
四
日
具
題
。
世
日
奉
聖
旨
、
是
、
欽
此
。
(
お
)
『
正
徳
・
池
州
府
志
』
巻
五
・
選
畢
「
例
貫
ヘ
『
嘉
靖
・
昆
山
師
闘
志
』
巷
凡
・
監
胃
、
『
嘉
靖
・
湖
州
府
志
』
巻
六
・
園
朝
人
物
表
「
援
例
」
、
『
嘉
靖
・
上
海
豚
志
』
巻
五
・
登
用
「
例
貢
ヘ
『
崇
顧
・
義
烏
勝
志
』
巻
一
0
・
例
監
、
な
ど
。
(
出
)
『
商
務
志
』
巻
四
・
事
紀
四
・
弘
治
元
年
七
月
丁
卯
の
保
に
も
実
施
の
記
述
が
あ
る
。
(
幻
)
次
の
馬
文
升
円
具
題
(
弘
治
一
八
年
四
月
三
日
什
け
)
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
.
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一
、
関
儲
帯
以
備
凶
荒
。
e
・e
・-e
至
成
化
二
十
一
年
、
河
南
・
隙
西
・
四
川
、
大
池
荒
早
之
究
、
前
税
金
線
、
不
能
賑
問
、
人
民
死
亡
流
移
者
‘
十
之
四
五
、
市
四
倉
之
眠
、
又
矯
之
一
空
失
。
以
後
雄
有
措
置
之
眠
、
多
被
肴
倉
人
等
侵
盗
・
抵
換
、
所
存
者
糠
枇
・
殺
宿
、
一
過
大
荒
‘
動
経
差
池
大
臣
、
往
彼
賑
問
、
不
買
官
棋
院
、
卸
上
柄
監
生
・
買
典
、
所
得
無
幾
、
市
軍
民
存
活
者
少
、
皆
由
所
暫
不
多
、
市
販
滑
不
敗
也
。
近
目
散
(
安
)
・
揚
(
州
)
蘇
(
州
)
・
湖
(
州
)
・
斯
江
、
乃
拭
明
捻
。
況
今
承
平
日
久
、
生
歯
日
紫
、
頗
大
州
腕
人
目
、
百
除
問
、
極
小
州
服
、
亦
不
下
蚊
十
時
除
目
。
若
非
大
儒
儲
備
、
遇
荒
、
宣
能
賑
柄
、
坐
視
死
亡
、
質
所
不
忍
。
仁
政
所
童
、
英
此
筒
先
。
(
傍
点
は
引
用
者
。
『
端
粛
誕
識
』
巻
一
一
・
仰
奉
事
)
『
貫
録
』
正
徳
十
六
年
四
月
壬
寅
の
様
、
一
、
近
年
、
節
次
奏
聞
生
買
納
銀
入
監
事
例
、
積
果
敢
千
人
、
大
崎
県
選
法
。
今
後
再
不
許
奏
問
。
症
者
、
吏
部
該
科
即
時
糾
劾
究
治
、
己
開
未
納
者
、
即
使
停
止
。
.
『
前
暦
骨
典
』
巷
五
・
吏
部
凹
・
選
官
「
凡
民
生
入
選
」
町
様
、
高
晴
元
年
奏
准
、
納
粟
納
馬
等
項
監
生
、
照
弘
治
元
年
例
、
臨
選
考
試
、
分
作
三
等
、
上
中
二
等
、
興
科
貫
一
世
選
用
、
下
者
、
唄
注
街
門
職
街
、
冠
静
岡
住
。
(
鈎
)
消
代
的
拐
納
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
註
(
6
)
許
氏
論
文
及
び
『
清
園
行
政
法
』
前
掲
部
分
に
よ
る
。
(
却
)
例
え
は
、
本
抑
制
で
は
触
れ
得
立
か
っ
た
が
、
成
化
二
一
年
二
四
八
五
)
以
降
、
年
少
の
招
納
民
生
は
原
学
{
本
籍
地
問
儒
学
)
で
の
習
業
が
命
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
郷
里
へ
の
居
住
が
制
度
的
に
保
証
さ
れ
た
町
で
あ
り
、
「
榔
紳
」
形
成
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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